
 

広げ・深めよう！三者のつながり 

～学校・家庭・地域による連携・協働活動を通して～ 

 

春日市教育委員会教育部地域教育課【自治公民館】 

統括係長 髙木 隆太郎 

１．はじめに 

ここでは、学校・家庭・地域の三者が一体となって子どもたちの教育に取り組ん

でいる春日市のコミュニティ・スクール（学校運営協議会制度。以下「ＣＳ」とい

う。）における三者の連携・協働活動の事例を紹介する。 

●春日市のＣＳ 

春日市のＣＳは、学校、                          

家庭、地域の三者が子ども

を共に育てる「共育基盤」

を形成し、子どもたちの生

きる力（＝知・徳・体・食

＋「市民性」）を育むととも

に、協働のまちづくり（地

域の活性化）につなげるこ

とを目指している。 

このため、三者が①教                           

育や子育てに関する目標を 

共有すること、②それぞれ

の役割を再確認し、分担し

て共育を行うこと、③連

携・補完し、双方向の関係をつくることの３点を重視し、推進している。 

本市では市内の小学校１２校、中学校６校のすべてにおいてＣＳを導入しており、

各校区において特色のある連携・協働活動が展開されている。 

●自治会とコミュニティ・スクールとの関わり 

市内には、３５の行政区があり、それぞれの行政区に自治会が存在する。各地区

に市が整備した公民館（一般的に言うコミュニティセンター）が設置され、各地区

において自治活動が展開されている（自治会は公民館の指定管理者）。なお、小学校

区に２～６自治会が存在し、各小中学校の学校運営協議会には、地域代表として自

治会役員（ほとんどが自治会長）が委員として任命されている。また、学校には、

地域情報の掲示スペースがあり、自治会長の顔写真が掲示してあるため、小学生で

あっても自治会長の顔を覚えているぐらい身近な関係である。 

学校の教育活動の支援をはじめ、登下校の見守り、子どもたちの地域行事に参画

する機会の提供など、自治会はコミュニティ・スクールの推進に欠かせない存在と

なっている。 

 

 



２．取組事例１ 天神山小学校ふれあい公民館学習 

○概要  

目指す子どもの姿を共有し、連携を深める活動を通し、健康力旺盛な子どもを育

成することを目的とした協働による４つのふれあい行事の一つ。校内で実施する「ふ

れあい学習」と公民館で実施する「ふれあいものづくり」の２部構成の取組。 

○実施主体 

 【かしこい頭育成委員会】※ＣＳの実働 

推進組織（三者の代表で構成） 

○構成メンバー 

【家庭】ＰＴＡ学年委員会代表 

【学校】かしこい頭育成部代表（教師） 

【地域】校区内三地区（天神山、白水池、 

   松ヶ丘）のボランティア代表等 

○役割分担 

 

 

 

 

 

 

○取組内容 

  居住地区ごとのグループに分かれ、学校の

教室で行う①「ふれあい学習」と居住地区の

公民館で行う②「ふれあいものづくり」の２

つの活動を組み合わせ、２日間（両日午後の

時間に実施）に渡り実施している。 

 ①ふれあい学習 

既習内容の習熟に向けた課題に取り組み、花丸先生

（保護者、地域住民等）に丸付けをしてもらったり、

教師にアドバイスをもらったりする。 

 ②ふれあいものづくり 

居住地区ごとに登校班にて学校から公民館に移               

動し、地区ごとに地域代表を中心に考えられた学年に                

応じたものづくりを地域の方、保護者、教師とふれあ

いながら取り組む。 

○取組の成果 

・２日間で例年保護者１４０人程度、地域４０～５０人の参加があり、子ども、教師、

保護者、地域の方が学校や公民館でふれあう機会となった。 

・連携・協働することで、学校・家庭・地域の三者のつながりが深まった。 

・花丸先生がいることで、子どもたちは学習に意欲的に取り組むことができた。 

・ものづくりは、子どもたちにとって日ごろできない体験の機会となるとともに、公

民館に来館したことのない子どもたちの来館のきっかけにもなった。 

 

【ふれあい学習】 【ものづくり】 



３．取組事例２ 日の出小学校ふれあいサンフェスタ 

○概要 

日の出小学校で行われる児童と地域の文化祭。学校・家庭・地域が協力して開催

し、各種文化活動を通じ、互いの交流を図り、きずなを深めることを目的に実施。 

○実施主体、構成メンバー 

  サンフェスタ実行委員会（全体の企画、運営のイニシアチブをＰＴＡが取る。） 

 

 

 

 

 

 

 

○協力団体等 

  春日北中学校、精華女子短期大学、春日市ボランティアセンターなど 

○実施内容 

  令和元年１０月１９日（土）正午から午後３時半まで 日の出小学校にて 

 

 

○成果 

 ・学校・家庭・地域三者の連携・協力関係が

深まるとともに、多くの来場者があり、地域

の大人から子どもまで幅広い交流が図られた。 

 ・子どもたちは主体的に体験活動に参加し、 

 文化や芸術にも親しむことができた。 

 ・地域の公民館等で活動する子どもたちや大人にとっては、活動の成果を発表し達

成感を味わう機会であり、参加者にとっては、他者の発表や作品に触れ、学ぶ場を

知る機会となるなど、地域の生涯学習の推進に寄与した。 

４．連携・協働活動を通じて見えてきたこと 

  学校・家庭・地域が目標を共有し、互いに連携・協働しながら新たな取組を生み

出し、子どもたちを含め取組を重ねていく中で、情報共有（情報のつながり）、行動

連携（行動つながり）、異年齢交流（子どもと大人のつながり）、お互いへの感謝（心

のつながり）など、様々なつながりの広がりや深まりが見られるようになった。こ

の積み重ねが地域の活性化や協働のまちづくりにもつながっているものと考える。 

 

問合せ先 

〒816-0803 春日市原町 3 丁目 1 番地 5 

春日市教育委員会 教育部 地域教育課 こども共育担当 

TEL:092-584-1111 FAX:092-584-1153 

E-mail：kodomokyouiku@city.kasuga.fukuoka.jp 

【茶道体験】 【児童作品展示】 


